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大阪外国語大学論集嬉34号（2006年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　書評：

タバッスム・カーシミーリー著『ウルドゥー文学の歴史』

ムハンマド・ファハルル・バク・ヌーリー

　　　　　　　　　　　　　Book　Review
“Urdu　Adab　ki　Tarikh”by　Dr．　Tabassum　Kashmiri

Muhammad　Fakharul－Haq　NOORI

　『ウルドゥー文学の歴史』は，大阪外国語大学前客員教授タバッスム・カーシミーリー

博士によるウルドゥー文学史である．2003年に刊行された本書は，類書とは一線を画し

た著作である．その理由は，著者が文学史を執筆するにあたり，フランスのアナール学派

によって提唱された，歴史を執筆する上でのより広い概念を文学史執筆に採用したためで

ある．

　アナール学派の概念によれば，歴史は社会全体のすべての側面の包括的研究に基づかね

ばならないとされる．その目的を達成するために，歴史家は，関連するすべての研究分野

や社会科学の知識に通じ，より広い視野を持つことが求められる．タバッスム・カーシミ

ー リー博士はこの概念に基づいて文学史を執筆したのであった、彼はその著作において，

文学作品や先行研究，批評のみならず社会科学にいたるすべての重要な資料を用いること

で，ウルドゥー文学の発展の理解に努めたのである．さらに，博士自身の文学的素養が，

文学者やその作品の評価に資しているといえる．その結果本書はウルドゥー文学研究お

よび批評において，信頼すべき，賞賛に値するものとなった．その意味で，本書はウルド

ゥー文学研究において特筆すべき文学史と呼ぶことができる．
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